イミュニティ試験の性能判定基準申告書
Declaration form of performance criteria for immunity tests

※1: 太線内をもれなくご記入の上、試験当日までに必ずご提出下さい。
※2: 申告書原紙は試験当日ご持参下さい。
	適用規格
IEC/EN 55014-2:     
	家庭用器具、工具および類似製品のEMC要求

パート2: イミュニティ (製品群規格)

	貴社名
	     
	装置商標
	     
	御予約日※初日のみご記入下さい。
     年     月     日

	御部署
	     
	装置名称
	     
	御申告日

     年     月     日

	御氏名
	     
	装置型式
	     
	

	規格で定める性能判定基準
	貴社装置の性能判定基準 ※専門用語は英語名を併記して下さい。

	A
	装置は試験の間、意図されたとおりの動作を継続しなければならない。装置が意図どおりに使用された時、製造者によって規定された性能レベル (又は許される性能損失) 以下になるような性能劣化あるいは機能損失は許されない。もし、最低の性能レベルまたは許される性能損失が、製造者によって規定されていない場合は、これらの何れかが、製品の記述および資料から、また、製品が意図どおりに用いられた時、ユーザーがその製品に対して正当に期待し得る内容から導き出されても良い。

基準「A」が要求されるイミュニティ試験項目
放射性RF電磁界 (AM変調)、RFコモンモード (AM変調)
	     

	B
	装置は試験の後、意図されたとおりの動作を継続しなければならない。装置が意図どおりに使用された時、製造者によって規定された性能レベル (又は許される性能損失) 以下になるような性能劣化あるいは機能損失は許されない。但し、試験中の性能劣化は許される。実際の動作状態または蓄積データが変化することは認められない。もし最低の性能レベルまたは許される性能損失が、製造者によって規定されていない場合は、これらの何れかが、製品の記述および資料から、また、製品が意図どおりに用いられた時、ユーザーがその製品に対して正当に期待し得る内容から導き出されても良い。

基準「B」が要求されるイミュニティ試験項目
静電気放電、ファーストトランジェット/バースト、サージ
	     

	C
	機能の一次的な損失の場合、その機能が自己回復可能であるか、または、制御器の操作あるいは取扱説明書の中に規定する任意の操作によって復旧できる場合は、この一次的損失は認められる。

基準「C」が要求されるイミュニティ試験項目
電圧ディップ (30% red. 1000ms, 60% red. 200ms)
電圧瞬断 (100% red. 10ms)
	     

	弊社記入欄
	性能判定基準の最終取扱
	最終判定基準の内容確認欄
	承   認
	試験担当者
	受 付 者

	
	□無修正
□修正 (内容識別のこと)

□無申告 (JELの判定)

□その他 ( 　　　　　   )
	立ち会い者確認ご署名: 
	
	
	


イミュニティ試験の性能判定基準申告書
Declaration form of performance criteria for immunity tests

※1: 太線内をもれなくご記入の上、試験当日までに必ずご提出下さい。
※2: 申告書原紙は試験当日ご持参下さい。
	適用規格
IEC/EN 61000-6-1:     
	共通イミュニティ規格

パート1: 住宅、商業及び軽工業環境

	貴社名
	     
	装置商標
	     
	御予約日 ※初日のみご記入下さい。

     年     月     日

	御部署
	     
	装置名称
	     
	御申告日

     年     月     日

	御氏名
	     
	装置型式
	     
	

	規格で定める性能判定基準

斜体は非強制
	貴社装置の性能判定基準 ※専門用語は英語名を併記して下さい。

	A
	装置は意図されたとおりの動作を継続しなければならない。装置が意図どおりに使用された時、如何なる性能の劣化または機能の損失も、製造者によって指定された性能レベル以下になってはならない。性能レベルは認められる性能の損失に置き換えることができる。製造者によって最低性能レベルまたは許容できる性能の損失が指定されていない場合は、これらの何れもが、製品の記述および文書、および意図どおりに使用された時に使用者がその装置に対して正当に期待する内容から導くことができる。

基準「A」が要求されるイミュニティ試験項目
放射性RF電磁界 (AM変調)

RFコモンモード (AM変調)、電源周波数磁界
	     

	B
	装置は試験後、意図されたとおりの動作を継続しなければならない。装置が意図どおりに使用された時、如何なる性能の劣化または機能の損失も、製造者によって指定された性能レベル以下になってはならない。性能レベルは認められる性能の損失に置き換えることができる。但し、試験中の性能劣化は許容される。実際の動作状態または記録されたデータが変化することは認められない。製造者によって最低性能レベルまたは許容できる性能の損失が指定されていない場合は、これらの何れもが、製品の記述および文書、および意図どおりに使用された時に使用者がその装置に対して正当に期待する内容から導くことができる。

基準「B」が要求されるイミュニティ試験項目
静電気放電、ファーストトランジェット/バースト､　サージ、電圧ディップ (30% red. 10ms)
	     

	C
	機能の一次的な損失の場合、その機能が自己回復可能であるか、または、制御器の操作によって復旧できる場合は、この一次的損失は認められる。

基準「C」が要求されるイミュニティ試験項目
電圧ディップ (60% red. 100ms)

電圧瞬断 (>95% red. 5000ms)
	     

	弊社記入欄
	性能判定基準の最終取扱
	最終判定基準の内容確認欄
	承   認
	試験担当者
	受 付 者

	
	□無修正
□修正 (内容識別のこと)

□無申告 (JELの判定)

□その他 ( 　　　　　   )
	立ち会い者確認ご署名: 
	
	
	


イミュニティ試験の性能判定基準申告書
Declaration form of performance criteria for immunity tests

※1: 太線内をもれなくご記入の上、試験当日までに必ずご提出下さい。
※2: 申告書原紙は試験当日ご持参下さい。
	適用規格
IEC/EN 61000-6-2:     
	共通イミュニティ規格

パート2: 工業環境

	貴社名
	     
	装置商標
	     
	御予約日 ※初日のみご記入下さい。

     年     月     日

	御部署
	     
	装置名称
	     
	御申告日

     年     月     日

	御氏名
	     
	装置型式
	     
	

	規格で定める性能判定基準

斜体は非強制
	貴社装置の性能判定基準 ※専門用語は英語名を併記して下さい。

	A
	試験中および試験後に、装置は定められたとおりに作動を継続できなければならない。装置が定められたとおりに使用されているときに、製造者の規定する性能レベルを下回る性能の低下や機能の損失があってはならない。性能レベルの代わりに、許容性能損失を規定しても良い。製造業者が最低性能レベル又は許容性能損失を規定していない場合は、製品説明書および関連文書並びに装置を、定められたとおりに使用すれば、使用者が当然期待できる性能から、いずれかの基準を定めても良い。

基準「A」が要求されるイミュニティ試験項目
放射性RF電磁界(AM変調)
RFコモンモード(AM変調)、電源周波数磁界
	     

	B
	装置は、試験後も定められたとおりに作動を継続できなければならない。装置が定められたとおりに使用されているときに、製造者の規定する性能レベルを下回る性能の低下や機能の損失があってはならない。性能レベルの代わりに許容性能損失を規定しても良い。ただし、試験中の性能低下は許される。実際の作動状態や保存データの変化があってはならない。製造業者が最低性能レベル又は許容性能損失を規定していない場合は、製品説明書および関連文書、並びに装置を定められたとおりに使用すれば、使用者が当然期待できる性能から、いずれかの基準を定めても良い。
基準「B」が要求されるイミュニティ試験項目
静電気放電、ファーストトランジェット/バースト、
サージ、電圧ディップ(30% red. 10ms)
	     

	C
	一次的な機能損失は許されるが、機能は自己回復できるか、制御装置の操作によって回復できることを条件とする。
基準「C」が要求されるイミュニティ試験項目
電圧ディップ (60% red. 100ms, 60% red. 1000ms)
電圧瞬断 (>95% red. 5000ms)
	     

	弊社記入欄
	性能判定基準の最終取扱
	最終判定基準の内容確認欄
	承   認
	試験担当者
	受 付 者

	
	□無修正
□修正 (内容識別のこと)

□無申告 (JELの判定)

□その他 ( 　　　　　    )
	立ち会い者確認ご署名: 
	
	
	


イミュニティ試験の性能判定基準申告書
Declaration form of performance criteria for immunity tests

※1 太線内をもれなくご記入の上、試験当日までに必ずご提出下さい。
※2 申告書原紙は試験当日ご持参下さい。
	適用規格
IEC/EN 60601-1-2:     
	医用電気機器

パート1-2: 安全に関する一般要求事項

	貴社名
	     
	装置商標
	     
	御予約日 ※初日のみご記入下さい。

     年     月     日

	御部署
	     
	装置名称
	     
	御申告日

     年     月     日

	御氏名
	     
	装置型式
	     
	

	規格で定める性能判定基準
	貴社装置の性能判定基準 ※専門用語は英語名を併記して下さい。

	適合基準
	36.202に規定された試験条件の下で、機器又はシステムは、必須性能を提供でき、かつ安全で無ければならない。必須性能および安全性に関連した次の劣化は、許可されない。

- 校正部品の故障

- プログラム可能なパラメータの変更

- 工場設定へのリセット (製造業者のプリセット)
- 動作モードの変更

- 偽の警報

- 警報が伴ったとしても、意図した動作の休止又は中断

- 警報が伴ったとしても、意図しないか又は制御できない動きを含む、意図しない動作の開始

- 診断又は治療に影響するほど大きい表示された数値の誤り

- 雑音が波形の入り、雑音が生理学的に成れた信号と区別できないか、又は雑音が干渉して、生理学的に生成された信号を解釈できない

- アーチファクト又はひずみが画像に生  じ、アーチファクトが、生理学的に生成された信号と区別ができないか、又はひずみが干渉して、生理学的に生成された信号を解釈できない

- 警報が伴ったとしても、自動的な診断又は治療機器およびシステムが故障して、診断又は治療ができない

多重機能を備えた、機器およびシステムについては、基準は、各々の機能、パラメータおよびチャンネルに適用される。

機器およびシステムは、必須性能又は安全に影響しないならば、性能の劣化を示してもよい。
	     

	非適合基準
	     
	     

	弊社記入欄
	性能判定基準の最終取扱
	最終判定基準の内容確認欄
	承   認
	試験担当者
	受 付 者

	
	□無修正
□修正 (内容識別のこと)

□無申告 (JELの判定)

□その他 ( 　　　　　   )
	立ち会い者確認ご署名: 
	
	
	


イミュニティ試験の性能判定基準申告書
Declaration form of performance criteria for immunity tests

※1: 太線内をもれなくご記入の上、試験当日までに必ずご提出下さい。
※2: 申告書原紙は試験当日ご持参下さい。
	適用規格
EN 61326-1:     
	計測、制御及び試験所用の電気機器

EMC要求

	貴社名
	     
	装置商標
	     
	御予約日 ※初日のみご記入下さい。

     年     月     日

	御部署
	     
	装置名称
	     
	御申告日

     年     月     日

	御氏名
	     
	装置型式
	     
	

	規格で定める性能判定基準

斜体は非強制
	貴社装置の性能判定基準 ※専門用語は英語名を併記して下さい。

	A
	試験中、仕様限度値内の通常性能

例1: 電子機器が中央演算処理装置をもち、高い信頼性で作業することが求められる場合、プロセッサーは、製造者の仕様から明らかな劣化を起こすことなく作動しなければならない。

基準「A」が要求されるイミュニティ試験項目
放射性RF電磁界 (AM変調)
RFコモンモード (AM変調)、電源周波数磁界
	     

	B
	試験中、自己回復できる機能または性能の一時的な低下または機能損失

例1: データ転送は、パリティーチェックまたはその他の手段で管理/チェックされている。落雷などによる不具合の場合、データ転送は、自動的に繰り返される。この時のデータ転送速度の低下は、許容される。

例2: 試験中、アナログ機能が許容偏差を超えた。試験後、この偏差は、回復する。

例3: 装置を監視する為だけに使用されるモニタの場合、バースト試験中のフラッシュのような短時間劣化は、許容される。

基準「B」が要求されるイミュニティ試験項目
静電気放電、ファーストトランジェット/バースト、サージ、電圧瞬断 (100% red. 10ms, 20ms) 1)
	     

	C
	試験中、オペレータの介入を必要とするかまたはシステムリセットが発生する、機能損失または、一時的な劣化

例1: 幹線で規定バッファ時間を超える中断が起こった場合、機器の電源ユニットは、オフとなる。このユニットは、自動的にオンになるか、オペレータがオンにしてよい。

基準「C」が要求されるイミュニティ試験項目
電圧瞬断 (100% red. 10ms, 20ms) 2)
	     

	1) モニタしない連続動作

2) モニタする連続動作

3) 上記以外で動作する装置は、規格書中の表2を参照。

	弊社記入欄
	性能判定基準の最終取扱
	最終判定基準の内容確認欄
	承   認
	試験担当者
	受 付 者

	
	□無修正
□修正 (内容識別のこと)

□無申告 (JELの判定)

□その他 ( 　　　　　    )
	立ち会い者確認ご署名: 
	
	
	


イミュニティ試験の性能判定基準申告書
Declaration form of performance criteria for immunity tests

※1: 太線内をもれなくご記入の上、試験当日までに必ずご提出下さい。
※2: 申告書原紙は試験当日ご持参下さい。
	適用規格
EN 55024:     
	情報技術装置のイミュニティ規格

	貴社名
	     
	装置商標
	     
	御予約日 ※初日のみご記入下さい。

     年     月     日

	御部署
	     
	装置名称
	     
	御申告日

     年     月     日

	御氏名
	     
	装置型式
	     
	

	規格で定める性能判定基準

斜体は非強制
	貴社装置の性能判定基準 ※専門用語は英語名を併記して下さい。

	A
	装置はオペレータの介在なしに、意図されたとおりの動作を継続しなければならない。装置が意図どおりに使用された時、如何なる性能の劣化または機能の損失も、製造者によって指定された性能レベル以下になってはならない。性能レベルは認められる性能の損失に置き換えることができる。製造者によって最低性能レベルまたは許容できる性能の損失が指定されていない場合は、これらの何れもが、製品の記述および文書、および意図どおりに使用された時に使用者がその装置に対して正当に期待する内容から導くことができる。
基準「A」が要求されるイミュニティ試験項目
放射性RF電磁界 (AM変調)
RFコモンモード (AM変調)、電源周波数磁界
	     

	B
	試験後、装置はオペレータの介在なしで意図されたどおりの動作を継続しなければならない。装置が意図どおりに使用された時、現象の適用後は、製造者によって指定された性能レベル以下になってはならない。性能レベルは認められる性能の損失に置き換えることができる。試験中の性能劣化は許容されるが、試験後に動作状態または記録されたデータが変化することは認められない。製造者によって最低性能レベル、または許容できる性能の損失が指定されていない場合は、これらの何れもが、製品の記述および文書、および意図どおりに使用された時に、使用者がその装置に対して正当に期待する内容から導くことができる。

基準「B」が要求されるイミュニティ試験項目
静電気放電、ファーストトランジェット/バースト、サージ、電圧ディップ (>95% red. 10ms)
	     

	C
	機能の一次的な損失の場合、その機能が自己回復可能であるか、または、制御器の操作によって復旧できる場合は、この一次的損失は認められる。
基準「C」が要求されるイミュニティ試験項目

電圧ディップ (30% red. 0.5s)

電圧瞬断 (>95% red. 5s)
	     

	弊社記入欄
	性能判定基準の最終取扱
	最終判定基準の内容確認欄
	承   認
	試験担当者
	受 付 者

	
	□無修正
□修正 (内容識別のこと)

□無申告 (JELの判定)

□その他 ( 　　　　　    )
	立ち会い者確認ご署名: 
	
	
	


イミュニティ試験の性能判定基準申告書
Declaration form of performance criteria for immunity tests

※1: 太線内をもれなくご記入の上、試験当日までに必ずご提出下さい。
※2: 申告書原紙は試験当日ご持参下さい。
	適用規格
     
	     

	貴社名
	     
	装置商標
	     
	御予約日 ※初日のみご記入下さい。

     年     月     日

	御部署
	     
	装置名称
	     
	御申告日

     年     月     日

	御氏名
	     
	装置型式
	     
	

	規格で定める性能判定基準
	貴社装置の性能判定基準 ※専門用語は英語名を併記して下さい。

	A
	     
	     

	B
	     
	     

	C
	     
	     

	弊社記入欄
	性能判定基準の最終取扱
	最終判定基準の内容確認欄
	承   認
	試験担当者
	受 付 者

	
	□無修正
□修正 (内容識別のこと)

□無申告 (JELの判定)

□その他 ( 　　　　　   )
	立ち会い者確認ご署名: 
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